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●トラブルがつきものの学校生活では､ トラブ

ルを避けることも一途ですが､ トラブルを乗り

越える術を学ぶことも成長の大事な契機です｡

濃密な集団のなかで対立に介入して第三者的な

役割を担うのは大人でも難しいことですが､ パ

ターン化されたシチュエーションやスキルを共

有することで､ 楽しみながら次代のシティズン

シップを育てる活動に期待がふくらみます｡

●親の離婚に揺れる子どもたちは何より日常の

安心感の回復を求めているという前川先生のご

指摘に､ 子どもたちのもうひとつの生活の場で

ある学校の役割を再認識させられました｡ 特別

なかかわりよりも､ あたたかく安定した日常を

過ごせることは､ どの子にも必要なことでしょ

う｡ 問題に触れない教育相談的かかわりや､ 子

ども同士のおだやかな仲間関係をこそ大事にし

ていきたいものです｡ ���
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子ども同士だけでなく､ ｢先生同士こそ

ピア・サポートが必要｣ との声を聞くこ

とがあります｡ ｢先生同士が支え合う関

係をつくるためには､ どんな工夫をした

らいいのか｣ について考えます｡

��� �������

�������� !

受験期の子どもにはもちろん､ 学校での

ちょっとした時間にみんなで行うことが

でき､ 気分も身体もほぐしてくれるリラ

クセーションの方法や､ 小・中・高校で

の実際の取り組みをご紹介します｡
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